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治水対策案におけるダム容量配分図
（肱川流域）

参考資料－１

四 国 地 方 整 備 局

平成２４年８月７日
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治水対策案⑬ 《操作ルールの見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダム貯水池掘削（鹿野川ダム）
＋河道の掘削＋「部分的に低い堤防」の更なるかさ上げ＋引堤＋堤防のかさ上げ》

貯水池掘削による増分370万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：2,390万m3 → ２，７６０万m3

洪水調節
容 量

1,020 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

2,180 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,760 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削による増分370万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：2,390万m3 → ２，７６０万m3

洪水調節
容 量

1,020 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

2,180 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,760 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

資料－３に示す治水対策案におけるダム容量配分図は、以下のとおりである。

鹿野川ダム容量配分図

治水対策案⑭ 《操作ルールの見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダム貯水池掘削（野村ダム）
＋河道の掘削＋「部分的に低い堤防」の更なるかさ上げ＋引堤＋堤防のかさ上げ》

貯水池掘削による増分260万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：３５０万m3 → ６１０万m3

洪水調節
容 量
340 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
610 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削による増分260万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：３５０万m3 → ６１０万m3

洪水調節
容 量
340 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
610 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

野村ダム容量配分図

◆治水対策案におけるダム容量配分図
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鹿野川ダム容量配分図野村ダム容量配分図

貯水池掘削による増分370万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：2,390万m3 → ２，７６０万m3

洪水調節
容 量

1,020 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

2,180 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,760 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削による増分370万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：2,390万m3 → ２，７６０万m3

洪水調節
容 量

1,020 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

2,180 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,760 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1，230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

貯水池掘削による増分260万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：３５０万m3 → ６１０万m3

洪水調節
容 量
340 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
610 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削による増分260万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

貯水池掘削後

洪水調節容量：３５０万m3 → ６１０万m3

洪水調節
容 量
340 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
610 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=61m

治水対策案⑮ 《操作ルールの見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダム貯水池掘削（鹿野川ダム・野村ダム）
＋河道の掘削＋「部分的に低い堤防」の更なるかさ上げ＋引堤＋堤防のかさ上げ》

◆治水対策案におけるダム容量配分図

治水対策案⑯ 《操作ルール見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダムかさ上げ（鹿野川ダム）＋堤防のかさ上げ》

かさ上げによる増分1,750万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

洪水調節
容 量

2,400 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

3,560 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

4,140 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.98m

H=68m

かさ上げ後

洪水調節容量：2,390万m3 → ４，１４０万m3

かさ上げ
7 m

かさ上げによる増分1,750万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

洪水調節
容 量

2,400 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

3,560 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

4,140 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.98m

H=68m

かさ上げ後

洪水調節容量：2,390万m3 → ４，１４０万m3

かさ上げ
7 m

鹿野川ダム容量配分図

資料－３に示す治水対策案におけるダム容量配分図は、以下のとおりである。
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治水対策案⑰ 《操作ルールの見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダムのかさ上げ（野村ダム）＋堤防のかさ上げ》

野村ダム容量配分図

かさ上げによる増分 3,480万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=60m

かさ上げ後

洪水調節容量：３５０万m3 → ３，８３０万m3

洪水調節
容 量

3,560 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量

3,830 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.196m

かさ上げ
23 m

利水容量
920 万m3

H=83m

かさ上げによる増分 3,480万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=60m

かさ上げ後

洪水調節容量：３５０万m3 → ３，８３０万m3

洪水調節
容 量

3,560 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量

3,830 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.196m

かさ上げ
23 m

利水容量
920 万m3

H=83m

◆治水対策案におけるダム容量配分図

治水対策案⑱ 《操作ルールの見直し（鹿野川ダム・野村ダム）＋既設ダムかさ上げ（鹿野川ダム・野村ダム）＋堤防のかさ上げ》

かさ上げによる増分 2,920万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=60m

かさ上げ後

洪水調節容量：３５０万m3 → ３，２７０万m3

洪水調節
容 量

3,000 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量

3,270 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.193m

かさ上げ
20 m

利水容量
920 万m3

H=80m

かさ上げによる増分 2,920万m3

現状
（野村ダム）

洪水調節
容 量
80 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量
350 万m3

利水容量
920 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.173m

H=60m

かさ上げ後

洪水調節容量：３５０万m3 → ３，２７０万m3

洪水調節
容 量

3,000 万m3

利水容量
1,190 万m3

堆砂容量
330 万m3

洪水調節
容 量

3,270 万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.193m

かさ上げ
20 m

利水容量
920 万m3

H=80m

鹿野川ダム容量配分図野村ダム容量配分図

資料－３に示す治水対策案におけるダム容量配分図は、以下のとおりである。

かさ上げによる増分1,460万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

洪水調節
容 量

2,110 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

3,270 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

3,850 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.92m

H=68m

かさ上げ後

洪水調節容量：2,390万m3 → ３，８５０万m3

かさ上げ
1 m

かさ上げによる増分1,460万m3

現状
（鹿野川ダム再開発後）

洪水調節
容 量
650 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

1,810 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

2,390 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.91m

H=61m

洪水調節
容 量

2,110 万m3

河川環境
容 量

2,970 万m3

堆砂容量
1,200 万m3

洪水調節
容 量

3,270 万m3

河川環境
容 量

1,810 万m3

洪水調節
容 量

3,850 万m3

(予備放流容量
580万m3)

河川環境
容 量

1,230万m3

非洪水期 洪水期

ダム天端標高
EL.92m

H=68m

かさ上げ後

洪水調節容量：2,390万m3 → ３，８５０万m3

かさ上げ
1 m

H=62m


